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令和８年３月１３日 

子 ど も ・ 若 者 部 

子 ど も 家 庭 課 

 

生活困窮世帯の高校生等に対する学習支援事業の取り組みについて 

 

１．主旨 

「子ども・若者総合計画（第３期）」に内包している子どもの貧困対策計画に基づき、

教育の支援の重点施策として、地域における切れ目ない学習支援の拡充を掲げている。

その一環として、令和７年６月より開始した生活困窮世帯の高校生等に対する学習支援

事業のこの間の取り組みについて報告する。 

 

２．事業概要 

（１）目的 

 生活困窮世帯の高校生の高校中退防止、高校卒業に向けた支援を強化するため、子ども

の学習習慣や基礎学力の定着を図ると同時に、高校受験・高校生活において子どもが悩ん

だ際の身近で気軽な相談先になることを目的とする。 

（２）対象 

 区内在住の塾や家庭教師を利用していない生活困窮世帯の高校生と中学３年生 

※利用登録のための所得要件あり 

 生活保護受給世帯、住民税所得割が非課税の世帯、児童扶養手当受給世帯、 

 児童育成手当受給世帯、就学援助（全費目）受給世帯、同程度の所得水準の世帯 

（３）実施場所・日時 

 ・まなラボ＠からすやま：烏山児童館  月曜日、木曜日 １９時～２１時 

 ・まなラボ＠きたざわ ：代田南児童館 火曜日、金曜日 １８時半～２０時半 

・まなラボ＠たまがわ ：新町児童館  火曜日、金曜日 １９時～２１時 

（４）費用 

 無料 

（５）利用定員 

 各会場１０名程度 

（６）事業内容 

 週２回のうち、１回は少人数での学習（個別学習）。希望があれば、もう１回は自主学習

のサポート。 

 ※個別学習と自主学習サポートを希望する曜日は子ども自身が選択できる。 

 

３．取組状況 

（１）利用登録状況 計２５名 

学年 中３ 高１ 高２ 高３ その他 合計 

人数 ７ ９ ３ ３ ３ ２５ 

※その他の３名は高校中退者、定時制高校４年生、浪人生 
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（２）利用経路 

 区報、ひとり親家庭支援メルマガ、区のその他の事業「まいぷれいす」「かるがもスタデ

ィルーム」、区内外の子ども支援ＮＰＯ・ＮＧＯ、ひとり親家庭保護者からの紹介等 

 

（３）支援内容 

 ①学習支援 

  子ども一人ひとりの状況・意向にあわせた学習支援 

  ・中学の内容からの基礎固め、苦手科目を中心にした学び直し 

・定期考査や高校中退防止のための単位取得に向けたサポート 

・高校・大学受験に向けたサポートや進路相談 

・模試の無料受験 

・現役大学生や様々な職業の社会人から話を聴けるイベントの実施 

②居場所機能 

 休憩時間等を活用した大学生の学習支援員や子ども同士が交流できる取り組み 

 ・毎回の軽食（地域ボランティアによる手作りのおにぎり等）提供 

 ・カードゲームや軽く体を動かせるスポーツ、季節行事等の実施 

③相談支援 

 面談や「まなラボ」公式ラインでの子どもや保護者への個別相談対応や官民の支援・

サービスの情報提供 

 

（４）成果 

・子どもたちが週１～２回主体的に利用しており、学習習慣の定着や基礎学力の向上

を図ると同時に、受験生の９割の高校・大学進学がすでに決定。 

・職員や大学生の学習支援員へ悩みを語ったり、軽食や休憩を通じて自然と子ども同

士の交流も生まれ、子どもにとって身近で気軽な相談先、居場所となっている。 

 


